
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 原水爆禁止 2010 年世界大会・広島が８月
６日、長崎が９日に閉会しました。 
５月に開催された「核不拡散（NPT）再検
討会議」は、カバクテュラン NPT 再検討会
議議長の自分たちには世界中の核兵器廃絶を

願う NGO、市民の想いと行動に応える責任
があるという、あいさつから始まりました。 

国連に690筆を超える署名を届けた私たちの
想いは、しっかり伝わっていました。 

NPT 再検討会議の最終合意文書では、
2000年の核兵器保有国の「核兵器廃絶への明
確な約束」があらためて確認され、中東非核

地帯化の会議を 2012 年に開催することなど
も合意されました。そして、今大会は「核兵

器のない世界」へ

の声が、揺ぎない

世界の流れになっ

ていると確信する

ものとなりました。 
 
 

 
 
 
 
 

核兵器保有国の米・英・仏 

広島祈念式に初めて参加 

番基文（バン・ギムン）国連事務総長は５

日、長崎を訪れ、６日には広島の祈念式典に

参加をしました。そして、アメリカのルース

駐日大使、核兵器保有国のイギリス、フラン

スの政府代表が初めて参加したことも、日本

の草の根の運動が国際世論を大きく動かして

いることを実感させるものでした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平和のための生協労連のつどい in ヒロシマ 

「2400作戦」で178筆集約 
 ８月５日、JR
広島駅から広島カ

ープのホームグラ

ンウンドの「マツ

ダスタジアム」へ

向かう路で「2400
作戦」を実施。30
分間、全国から集

まった生協のなか

ま 50 人で、178
筆を集約しました。 
 
「2400作戦」→ NY行動報告会 

 「2400作戦」終了後、NY行動に参加した
14人も含めて61人で報告会を開催しました。
報告会では、写真も紹介しながらパレードや

集会の模様を紹介され、NY 行動参加者一人
ひとりから感想も話されました。 
報告会を通して、あらためて私たちのひと

つ一つのとりくみ、一筆一筆の署名が国際社

会を動かしていることに確信を持ち、今後さ

らに運動を広げていくことを決意するものと

なりました。 
 
 
 
 

平和が大好き、憲法９条が大好き 
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原水禁大会に３年連続参加した、セルジオ・ド

ゥアルテ国連上級代表（軍縮担当）。NY行動では、

カバクテュランNPT再検討会議議長と、ドゥア

ルテ国連上級代表に日本で集めた署名を手渡し

ました。 


